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は) Syllogism のこのような特徴を保ったまま，知識の表現や推論の能力を大きくするために) Syllogism 
体系へ名辞演算子を導入し，その体系の数学的性質を研究している O
本論文では，連言 (conjunction) と補 (complement) の 2 種類の演算子を導入し，これらの演算子
を正しく扱えるような，拡張された Syllogismの公理的体系を与えている。次に，この体系に対する意
味論として，直観的に理解しやすいオイラ一円図による解釈と同型であるような数学的解釈を考案し
この解釈の下での完全性を証明している O さらに，この体系の部分体系として連言演算だけを許す体系
を考え，そこにおいては効率のよい推論手続きが得られることを示している。
本論文で与えている体系では，名辞聞の関係を個体レベルの関係にまで還元して扱うという方法はと
らず，名辞を直接的に扱うという線を保持したままで記述能力の拡大がなされている。その意味で，述
語論理とは立場を異にする独立した公理的体系となっている。このような方向で、Syllogism体系を拡張
できることを示した点は，論理学的立場からの知識情報処理の研究分野に新しい知見を加えるものであ
り，学位論文として価値あるものと認める。
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